
茨城県 永松 裕士

【年 齢】
27 歳

【出身地】
東京都 港区

【転出元】
神奈川県 川崎市

【前 職】
楽天グループ株式会社

【活動時期】
R4.5～

【メディア等の取材連絡先】 contact@monotalk-studio.com

（メールアドレス（個人or職場））contact@monotalk-studio.com
（電話番号（個人or職場））090-4246-7346

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
www.monotalk-studio.com

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●インバウンド向け 地域ブランディング事業
適切なマーケティング・ブランディング戦略の構築、
それに基づいた映像製作・チャンネルの運営を包括的に
遂行。
「綺麗な景色」や「インフルエンサー頼み」の端的なプ
ロモーションではなく、インバウンド層の「伝統・文化
的体験」欲を満たす、コンテンツを展開。

●国内向け行政プロモーション (観光・移住・ブランディング)
単発のコンテンツを展開し、再生回数に応じて一喜一憂する
のではなく、市が掲げるブランドメッセージ設計、ターゲッ
ト設定、コンテンツ企画製作、メディアの運営を包括的に担
当することによって、地元民のシビックプライドを向上させ、

地域の活性化を図る。

●伝統文化・工芸品の海外プロモーション/商品プロデュース/EC販売事業（準備中）

伝統文化や伝統工芸に携わる小規模事業者と連携して、
海外富裕層の需要にマッチした商品のプロデュースか
らプロモーション、販売まで伴奏し、収入・後継者不
足の課題を解決する。

隊員本人の顔が
分かる写真

③観光・情報発信

楽天グループで培った起業家精神を基に、地域が抱える課

題をビジネスの手法を用いて解決をしたいと思い、茨城県北

起業型地域おこし協力隊に応募。

豊富な海外経験、語学力、映像企画・製作力を活かし、茨

城県北地域の外貨獲得に貢献したいと考えている。

行政や企業からの請負型事業をするだけではなく、地域の

小規模事業者・伝統文化事業者と連携して、「メディア×EC

」プラットフォーム事業を確立させること。

今後の外貨獲得市場No.1市場であるインバウンド需要の波

に地域を巻き込んで、活性化を促すことが目標。
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